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４サイクルガソリンエンジンの高出力化（離陸時） 
 
 
 
ＢＦ－３４ＥＩ 
 排気量 ： ３３．５ｃｃ（単気筒） 
４サイクルオイル分離型 ＯＨＶガソリンエンジン 
 イグニッションはバッテリー（１８８ｍＡＨ／ｈ）式 
 自動進角付き ４．８～６．０Ｖ 
 出力 ： ２．０ＨＰ／７０００ｒｐｍ 
 重量 ：２．０ｋｇ 
 静止推力 ： ペラ２２インチ×６ ５２００ｒｐｍ ６．５ｋｇ 
        ペラ２０インチ×８ ６２００ｒｐｍ ６．６ｋｇ 
 
離陸時に高出力が必要となる為、方法として 
①海外では、小型補助ロケットを使用する機体がありますが、固体ロケ

ット燃料は扱いが難しい為、民間レベルでは採用できないと考えられ

ます。 
 
②小型タービンエンジンを使用する方法。 
 
・小型タービンエンジンの重量と推力比 

 
③エンジン自体のパワーアップ 
 ターボチャージは小型すぎて製作は困難です。チューンドパイプは２

サイクル用の為利用できません。方法として、Ｎ２Ｏニトロオキサイド

ガスを使用してパワーを上げる方法を計画しています。 
 
・基礎テスト 
①ＢＦ－２５ＥＩ（２５ｃｃ） 
ノーマル状態 １８×８のペラ ６８００ｒｐｍ 
Ｎ２Ｏガス １８×８のペラ ９０８０ｒｐｍ 

 
 

エンジン総重量 
（燃料を除く） 静止推力 推力動比 

９２５ｇ ３２００ｇ ３．４６ 
１８７５ｇ １３６００ｇ ７．２５ 
２０８５ｇ ２０５００ｇ ９．８３ 
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②ＢＦ－３４ＥＩ 
ノーマル ６３００ｒｐｍ ２．０ＨＰ 

７５００ｒｐｍ 
までテスト ３．４ＨＰ 

Ｎ２Ｏガス 
８０００ｐｍ ３．８ＨＰ 

 
・混合方式として 
（図Ａ） 
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（図Ｂ） 
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ＢはＡより効率が良いが、混合比の比率が難しい。 
Ａは効率はＢ程ではないが、構造が簡単である。 
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ニトロオキサイドガスを使用して出力が出る原理 
①空気の代わりにＮ２Ｏのガスを供給した場合、空気に比べ１．５倍の酸

素が含まれているので、多くの燃料を送り込むことで出力が向上しま

す。 
 
②Ｎ２Ｏを液体のままキャブレターに入れ、ここで気化させる為、キャブ

レターインテーク、シリンダー等が冷却され、空気密度（酸素密度）

が高くなり、燃焼効果を増加させる効果があります。どこまで出力増

加できるか、メーカー側の理論値は２００％ですが、エンジンの強度

を考え１００～１５０％が適当という数値です。 
 
ガスの価格 
１キロあたり￥５，０００程で入手できます。ＢＦ－３４のエンジンで

１分間使用して１００～１５０ｇ程です。この為、１回のフライトで

￥１，０００弱と考えられます。 
Ｎ２Ｏ自体は非可燃性、無色、無臭、無毒の性質を持っています。フロン

の代わりに高圧ガスとしてシェイビングクリーム等に使用されています。 
 
プロペラと静止推力の関係 
温度：４５Ｆ° 
湿度：７４％ 
気圧：２９．９５ 
燃料：９２オクタン ４０：１ 
 
６４ｃｃガソリンエンジン 

ペラ ２２×１０ 
プラスチック 

２２×１２ 
プラスチック

２４×１０ 
プラスチック

２２×１２ 
木製 

回転数 ６９９０ ６５４０ ６３６０ ６０５０ 
推力(kg) １１．７ １１．３ １２．８ １１．７ 

 

ペラ ２２×１０ 
木製 

２４×８ 
木製 

２４×１０ 
木製 

回転数 ６９９０ ６５５０ ５８００ 
推力(kg) １２．６ １３．０ １１．２５ 

 
 
・各高度によるエンジン出力 
２サイクル５０ｃｃガソリンエンジン資料提出（（株）エスアイエス） 
（※使用の高度表参照） 
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高度（ｍ） Ｆｅｅｔ 回転数（ｒｐｍ） スラスト（ｋｇ） 気温

0 0 6950 11.5 4

500 1640 6980 11.7 1

1000 3280 6920 11.8 -2

1500 4920 6910 10.8 -9

2000 6560 6840 9.8 -11

2500 8200 6810 8.8 -18

3000 9840 6800 8.7 -20

3500 11480 6740 7.8 -21

使用プロペラ　：　ジンガー２０×１０
チューンドパイプ使用

燃料消費量（最大出力時）
高度０ｍ　　　　：　１５６０ｇ／ｈ
高度３５００ｍ　：　１０００ｇ／ｈ
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